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　　Four　deciduous　central　incisors　were　found　on　the　maxilla　of　a　5　years　and　g　months　old　boy．

O］1亡he　right　side　of　the　maxilla，　two　de（iiduous　central　incisors　appeared　independently．　On　the

left　side，　typical　gemination　of　the　deciduous　central　incisor　was　observed（Fig，2）。　Because　of

serious　caries，　morphological　featしlres　of　the　crown　in　these　teeth　were　indistinct．

　　The　X－ray　film　of　the　right　independent　deciduous　central　incisors　demonstrated　no　abnor－

malities（Fig．3）．　In　the　left　gelninate　central　deciduQus　incisor　which　had　been　extracted，　the

medio・distal　diameter　at　the　tooth　neck　was　exceedingly　large（Table　1）．　The　labial　and　lingual

surfaces　of　its　tooth　root　were　divkled　by　a　vertical　grQove（Fig．4）．

　　Follow－up　examination　of　the　patient　at　g　years　and　4　months　of　age，　showed　that　the　upper

right　permanent　lateral　incisor　was　smali　and　peg－shaped．　The　upper　and　lower　permanent　first

molars　were　slightly　large　in　mediQ－distal　diameter　of　the　crQwn．　The　diameters　of　the　crown　in

the　other　teetll　were　apl⊃roximately　normal（Table　2）．
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　これまできわめて少なく，我が国において，10例内外

　　　　　1　はじめに　　　　　　　　　　　　　　　　にすぎない。杉山ら2）（1968）は小児歯科外来で抜去

　藤田1）（1973）によると，．切歯部に出現する過剰歯　　　された過剰歯91例（106歯）中，20例（22歯）が乳歯列

は，代生歯群に比べると乳歯群においてはるかに少　　　中に崩出した過剰歯であったことから，乳歯列期の過

ない。乳歯群では，上顎の方が下顎より多少頻度が高　　　剰歯もかなり発見できるのではなかろうかといって

いらしいが，正確な統計はないという。じっさい，乳　　　いる。しかしその過剰歯自体が乳歯であるか，代生歯

歯列全体についての過剰歯に関する報吉そのものが，　　　であるかということについては触れていない6岡本
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ら3）（1964），栃原4）（1956），伊藤5）（1939）は乳歯列

に萌繊した代生過剰歯について報告している。古岡6）

（1959）は一ヒ顎乳側切爾の重複と思われる1例を，荻

原7）（1964）は上顎前歯部に出現した乳歯過剰歯の1

例を，埴原8）（1965）は上顎乳側切歯の過剰の1例を

報告している。

　いっぼう上顎中切歯と過剰歯との癒合，すなわち双

生歯（Dentes　geminati，　Zwillings　Ztihne）はかな

りまれなものである。馬9）（1949）、住谷10）（1959）

は，それぞれ795人と4050人の日本人青年男女につい

て歯の異常を調査したが，上顎中切歯の双生歯は1例

もなかったと述べている。わが国では上顎中切歯の双

青年男予における両側性出現の報告があるにすぎな

い。

　さらに，乳歯の上顎叫切歯における双生歯について

は，われわれが調べたと二ろでは，わが国において伊

藤5）（1939）以外にはいまだ報告がなされていない。

外国においても現在までの調査では報告例は見当たら

ないようである。

　われわれは，一ヒ顎右側に過剰乳切歯を有し，しかも

上顎左側に乳中切歯の双生歯を有する珍しい症例を経

験したので，その所見を報告しておきたい。

皿　症　　例

　塚OO夫，5才9ケ月，男，松本市にて出生，家族　　　　Fig，1．　General　view　of　the　dental　arches．

は両親と3才の弟が1人いる。そのいずれにも過剰歯　　　　　　　　　A：Upper　dental　arcl、．

は認められない。既往症としても特に記すことはな　　　　　　　　　B：Lower　dental　arch．

い。体格栄養ともに良く，健康で他に異常を認めな

いu

　口腔内は不潔で軽度の歯肉炎がある。また睡蝕の進

爾］，馳はアマルガムが充填してあるが，2次

一11111一は繭出の途中である（Fig．1A，　B）。

　上顎切歯部では右側に3本の乳切歯があり，左側に

は乳中切歯の双生磁と乳側切歯がある。いずれにもか

のいずれが過剰歯で・いずれが正常歯かを定め得ない　　　　Fig．2，0cclusal　view　of　tlhe　u1）1）er　delitnl

ので，近心のものを⊥ト遠心のものを⊥劃とする　　　　　arch，

（Fig．2）。歯冠の崩壊が著しいので，歯頸部の大きさ

を計測するとTable　1の如くになる。日本人乳歯の　　　と，変異幅を考慮に入れても，なお左側の双生歯の歯

歯冠の平均値（藤田1），埴原12）－14））とくらべてみる　　　頸部の近遠心径だけが，はるかに大きい。
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上顎乳中切歯部の双生歯

Table　1．　　　　Diameters　of　the　tooth　crown　and　neck　（mm）．
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＊＊Diameters　of　the　tootll　neck，

　上顎’右側の2本の乳中切歯の歯冠の形態は，齪蝕に

よる崩壊が著しいため不明である。したがって歯根の

形態をX線写奥像によって観察した。唇爵的投影像

（Fig．3A）についてみると，ほぼiE常であり，恨尖

に吸収がみられる。上顎左側の乳中切歯と過剰歯との

癒禽である双生幽，および乳側切歯は動揺が著しく抜

去したので，抜去歯牙で観察した。この双生掬の歯根　　　　　．贋繍曝　　　．t・

は唇側，舌側とも上1ドに走る溝により2分されている

（Fig．4）。　X線所見によると，歯髄は歯恨の中閻部　　　　　　　　　　　　　　　　　　灘

で単一化している（Fig．3B）。また　12　ll　l　I1　12の　　　　　A　　　　　　　　　　B

形成途上の歯冠が見られる（Fig．3A，　B）c、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Fig，3．　RadiograPhs　of　the　upper　deciduous
　　　　】lt　追跡調査　　　　　　　　　　　　　　　　　　　incisors．

　同一患者の9才4ケ月における追跡調査ができたの　　　　　　　　A：Right　side・
であわせて報告する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　B：Left　side’

　現存する萌出薗は，

　一堕．胆2．£L瓠鑑k1L．．9－．P1」聖M！．で，

　　MlP2plcI2111ユ12cPIm2M1
・櫛見では一． bεII2き；懸の形雌1・

・断が見られる・播判絵一に・よすでに充勲

鶯がほど二されているため，形態の細部は不明であ

る。L，）は栓状歯である。」ユLI　1、は，大ぎさは正常

であるが強度のシャベル型である。巴⊥に介在結節

が存在し，酒井（1969）15）の分類でGDの部類に属

する。歯冠の大きさを示すとTable　2の如くであ
る．藤田1），権田16・，のF］　lg人の平均値と比1咬してみ　　Fig・4・Labial　and　lingual　view°f　the　uPpe「

豊謡1噛冠11嘔はやや大きく，　ttl1M－1’の歯解　　　・IL・・g・al・・，・．

ると1，1噛冠幅，端厚はとも｝・小さい．また　　1”ft　geniinate　decidu°us　illCis°「’

　　一｝　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A：Labial　vieW．

　エ　　　エ

もやや大きい。その他の歯においては差を認めなかっ

た。
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Table　2．　　　　　　　　Diameters　of　the　tooth　crown　（mm）．
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